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U
D
レ
ビ
ュ
ー

プ
ロ
セ
ス
の
高
度
化

「
レ
ビ
ュ
ー
」の
ポ
イ
ン
ト
は
、
建
物
を
計
画

論
だ
け
で
は
な
く
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か

ら
考
え
る
こ
と
だ
。
建
物
の
目
的
は
、「
つ
か

う
」た
め
に
あ
る
。「
つ
か
う
」た
め
に
は
、「
考

え
る
」「
つ
く
る
」「
評
価
す
る
」プ
ロ
セ
ス
が
あ

る
。
こ
の
う
ち
、つ
く
る
段
階（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

段
階
）に
お
い
て
設
計
プ
ロ
セ
ス
の
各
段
階
の

レ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
設
計
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

手
法
を
参
考
に
、J
F
M
A
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
研
究
部
会
で
考
案
し
た
。

Ｕ
Ｄ
レ
ビ
ュ
ー（
図
2
参
照
）で
は
、
建
築
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
基
本
構
想
・
基
本
計
画

か
ら
施
工
の
各
段
階
に
お
い
て
、ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
か
ら
の
設
計
を
見
直
し
、

「
考
え
る
」←→

「
つ
く
る
」を
繰
り
返
す
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
お
い
て
発
注
者
が
認
識

す
べ
き
こ
と
の
ひ
と
つ
は
、
建
築
設
計
者
や
デ

ザ
イ
ナ
ー
は
必
ず
し
も
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
に
通
じ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
だ
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
か
な
っ
た

も
の
と
す
る
に
は
、
新
た
な
管
理
手
法
が
必

要
と
な
る
。
こ
れ
は
設
計
委
託
後
に
設
計
者

に
対
し
て
要
請
す
る
の
で
は
な
く
、
委
託
前

に
設
計
の
与
条
件
と
し
て
設
計
プ
ロ
セ
ス
に

組
み
込
む
べ
き
も
の
だ
。
そ
の
方
が
発
注

者
・
設
計
者
と
も
に
手
戻
り
と
無
駄
が
な
い
。

注
意
す
べ
き
は
、ハ
ー
ト
ビ
ル
法
・
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
条
例
な
ど
の
法
規
制
と
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
区
別
だ
。
前
者
は
法
律

や
条
例
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
義
務（
あ
る
い

イ
ン
を
織
り
込
む
シ
ン
プ
ル
な
手
法
が「
Ｕ
Ｄ

レ
ビ
ュ
ー
」で
あ
る（
図
1
参
照
）。
そ
し
て
、

完
成
し
た
建
物
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
水

準
を
評
価
す
る
ツ
ー
ル
が「
Ｕ
Ｄ
総
合
評
価
」

で
あ
る
。
建
物
を
Ｕ
Ｄ
の
視
点
か
ら「
格
付

け
」す
る
の
が
目
的
だ
。「
Ｕ
Ｄ
レ
ビ
ュ
ー
」は
、

日
本
郵
政
公
社
で
考
案
し
た
も
の
を
ベ
ー
ス

に
発
展
さ
せ
た
も
の
だ
。
一
方
の「
Ｕ
Ｄ
総

合
評
価
」は
、
オ
フ
ィ
ス
の
環
境
影
響
を
評
価

に
盛
り
込
ん
だ
手
法
で
あ
る
C
A
S
B
E
E

（
建
築
物
総
合
環
境
性
能
評
価
シ
ス
テ
ム
）の

新
し
い
オ
フ
ィ
ス
の
評
価
手
法

ワ
ー
ク
プ
レ
イ
ス
の

U
D
＆
E
C
O
レ
ビ
ュ
ー

つかう 
（運用・維持段階） 

考える 
（見直す） 

評価する しくみ 

考える 

つくる 
（プロジェクト段階） 

（建築の目的） 

つくる 

社
団
法
人
日
本
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
協
会（
J
F
M
A
）ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
研
究
部
会
で
は
、
ワ
ー
ク
プ
レ
イ
ス
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
進
め
て
き
た
。
本
稿
で
は
、「
U
D
レ
ビ
ュ
ー
」（
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
に
よ
る
評
価
・
見
直
し
）を
、
そ
の
考
え
方
と
2
つ
の

ツ
ー
ル
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
さ
ら
に
、
企
業
の
社
会
的
責
任（
C
S
R
）の
面

で
共
通
す
る
部
分
の
多
い
環
境（
E
C
O
）を
取
り
入
れ
、「
U
D
&
E
C
O
レ
ビ

ュ
ー
」と
し
て
考
え
て
み
た
い
。

文責／似内志朗
社団法人日本ファシリティマネジメント推進協会
ユニバーサルデザイン研究部会会長

図1：UDレビューとUD総合評価
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UDチーム（cold team） 

UDに精通した設計者が代替案を提示。 
必要に応じ、多様なユーザーが加わる。 

基本的方向、UD対象、UD水準設定 

基本構想段階 

基本計画段階（1/500） 

基本設計段階（1/200） 

実施設計 

建設工事 

運用・維持 

ゾーニング、動線計画、高低レベル 
アプローチ、トイレ、サイン環境 

プランニング、視覚障害者誘導ブロック配置、 
出入口幅員、サイン計画 

段差詳細、安全性確保、各アイテムの使いやすさ、 
色彩計画、照明計画、UD的アイディア 

UD検証、モックアップ、 
ディテール点検調整、維持運用計画 

一般の設計者は必ずしもUDに通じて 
いない。（現実） 

設計チーム（hot team） 

UD review 1

UD review 2

UD review 3

UD review 4

UD review 5

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

27
ペ
ー
ジ
図
5
は
あ
る
建
物
に
対
し
、サ

ン
プ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
U
D
総
合
評
価
を
行
っ

た
も
の
。
建
物
ス
ケ
ル
ト
ン（
13
項
目
）、
建
物

イ
ン
フ
ィ
ル（
12
項
目
）、
運
営
・
維
持（
５
項
目
）

に
つ
い
て
の
評
価
点
を
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
に

表
し
た
。

ま
た
、
研
究
部
会
の
メ
ン
バ
ー
が
実
際
に
働

い
て
い
る
事
務
所
ビ
ル
８
件
に
つ
い
て
、ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
を
行
っ
た
。（
対
象：

事
務
所
ビ
ル
。
10

年
以
内
に
竣
工
あ
る
い
は
改
修
を
実
施
。
８

U
D
総
合
評
価

建
物
の
U
D
性
能
格

付
け
評
価

J
F
M
A
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
研
究
部
会

で
は
、Ｆ
Ｍ
基
本
業
務
サ
イ
ク
ル
で
の「
つ
く
る

段
階
」と「
つ
か
う
段
階（
運
営
・
維
持
段
階
）」

で
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
水
準
を
確
保
す
る

た
め
に
不
可
欠
な
重
要
事
項（
C
S
F:

C
r
i

t
i
c
a
l
S
u
c
c
e
s
s
F
a
c
t
o
r

s
）を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
段
階
25
項
目
、
運
営
・
維

持
段
階
５
項
目
の
計
30
項
目
を
抽
出
し
た
。

建
物
の
ハ
ー
ド
お
よ
び
ソ
フ
ト
面
を
よ
り
よ
い

も
の
に
し
て
い
く
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
目
指
し
、
ま
ず「
M
U
S
T（
基
本

的
な
対
応
事
項
）＝
コ
ス
ト
に
か
か
わ
ら
ず
守

る
べ
き
レ
ベ
ル
」を
設
定
。
さ
ら
に
、「
B
E
S
T

（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
）＝
ワ
ー
カ
ー

の
満
足
度
・
生
産
性
、よ
り
高
い
安
全
性
、
あ

る
い
は
企
業
イ
メ
ー
ジ
改
善
と
い
っ
た
、
よ
り

望
ま
し
い
方
向
性
」を
追
求
す
る
２
段
階
の
目

標
設
定
を
行
っ
て
い
る
。「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
」は
、ハ
ー

ト
ビ
ル
法
な
ど
法
的
基
準
や
安
全
上
必
要
な

事
項
を
含
む
。
一
方
の「
B
E
S
T
」で
は
、ロ

ン
・
メ
イ
ス
の
唱
え
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
７

原
則
に
基
づ
く
デ
ザ
イ
ン
が
目
指
す
べ
き
方
向

性
を
設
定
し
て
い
る
。

評
価
点
の
算
出
は
26
ペ
ー
ジ
図
3
の
よ
う
に

行
わ
れ
る
。
評
価
点
は
、30
の
C
S
F
に
対

し
て
、「
M
U
S
T
」の
５
段
階
尺
度
を
設
定

し
て
い
る
。
尺
度
は
、「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
お

け
る
利
用
円
滑
化
基
準
に
相
当
す
る
レ
ベ
ル
」

と「
現
状
で
一
般
的
な
技
術
・
社
会
水
準
に
相

当
す
る
レ
ベ
ル
」を
評
価
点「
３
」と
し
、「
建
築

基
準
法
な
ど
、
最
低
限
の
必
須
条
件
を
満
た

す
レ
ベ
ル
」を
評
価
点「
１
」、「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

に
お
け
る
利
用
円
滑
化
誘
導
基
準
に
相
当
す

る
レ
ベ
ル
」と「
現
状
で
最
高
の
技
術
・
社
会
水

準
に
相
当
す
る
レ
ベ
ル
」を
評
価
点「
５
」と
し

た
。
評
価
点「
２
」と「
４
」は
、
そ
れ
ぞ
れ「
１
」

と「
３
」お
よ
び「
３
」と「
５
」の
中
間
点
の
位
置

づ
け
だ
。
評
価
点
と
重
み
係
数
を
掛
け
合
わ

し
、
足
し
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
建
物
の
U

D
総
合
評
価
値
を
算
出
し
て
い
る
。

一
方
、「
B
E
S
T
」に
つ
い
て
は
定
性
的
な
評

価
が
多
い
た
め
、
十
分
満
足
し
て
い
る
レ
ベ
ル

を
評
価
点「
２
」、
満
足
し
て
い
な
い
レ
ベ
ル
を
評

価
点「
０
」、
そ
の
中
間
を「
１
」と
し
た
。
そ
し

て
、「
M
U
S
T
」と「
B
E
S
T
」を
加
算
し

て
Ｃ
Ｓ
Ｆ
ご
と
の
評
価
点
を
算
出
す
る
。

27
ペ
ー
ジ
図
4
は
U
D
評
価
の
構
造
を
示

し
た
も
の
で
、
先
述
の
C
S
F
の
項
目
と
一
致

し
て
い
る
。
括
弧
内
の
数
値
は
、
研
究
部
会
に

て
A
H
P（
A
n
a
l
y
t
i
c
H
i
e
r
a
r

c
h
y
P
r
o
c
e
s
s
）を
行
い
、
設
定
し
た

重
み
係
数
で
あ
る
。

法的基準の遵守という明確な指標がある場合は、チェックリスト等での評価が容易だが「より多くの人が使いやすい」というユニバーサルデザインの
漠とした目標は、チェックリストであらかじめ着地点を定めることが困難である。「目標地点をあらかじめ定める」のではなく、「設計プロセスにおいて、
よりよい方向へと改善し続けるための仕組み」が必要で、このための手法がUDレビューとなる。

は
努
力
義
務
）で
あ
り
、
こ
れ
を
怠
る
と
違

法
と
な
る
。
遵
守
事
項
は
、
設
計
者
に
と
っ

て
は
最
低
限
守
っ
て
い
け
ば
よ
い
と
い
う
認
識

に
な
り
が
ち
だ
。
一
方
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
は
、
法
的
義
務
を
超
え
た
ク
オ
リ
テ
ィ
の

創
造
を
目
指
す
。
そ
の
達
成
は
、
他
と
の
比

較
や
主
観
性
に
負
う
こ
と
が
多
く
完
結
す

る
こ
と
は
な
い
。
達
成
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

る
満
足
度
が
次
の
期
待
値
を
生
み
続
け
る

か
ら
だ
。
こ
う
し
た
評
価
と
改
善
を
繰
り

返
す
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
が
Ｕ
Ｄ
レ
ビ
ュ
ー
の
特

徴
で
あ
る
。

図2：UDレビュー



細項目 

関連法規・基準 

安全性 

出入り口の幅 

1.公平さ 

敷地外からのスムーズな連続性の確保 確保されていない 確保されている 

確保されている 

確保されている 

設置されている 

設置している 

設置している 

設置されている 

表示されている 

障害が無い 

確保されていない 

確保されていない 

設置されていない 

設置していない 

設置していない 

設置されていない 

表示されていない 

障害が有る 

外部歩道と敷地内歩道の段差がなく、平坦な連続性の確保 

外部歩道の誘導ブロックから敷地出入り口までの誘導ブロックの設置 

道路からわかりやすく、帰る際も方向を間違わない位置への敷地出入口の設置 

遠くから認識しやすい建物名サイン、出入口サインの表示 

サイン類や植栽による車のアクセスの視覚的な障害の有無 

入口と出口を分けて設置 

周辺歩道と連携した誘導ブロック、音声や光による警報の設置 

車、人、自転車の出入りがスムーズに行える出入口の幅の確保 

3.直感的・単純さ 

4.情報認知の容易さ 

5.誤用に対する寛容さ 

7.移動・使用空間のゆとり 

（評価しない） 

階段または段がある。かつ傾斜 
路または昇降機を設けていない 

80cm以上（1以上の出入り口） 
90cm以上（1以上の出入り口） 
かつ120cm以上（直接地上へ通 
ずる出入り口のうち1以上） 

（評価しない） 

（評価しない） 

（評価しない） 

自動ドアで前後に高低差がない 

完全に分離されている 

階段または段を設けていない、 
あるいは階段・段があるが、傾 
路または昇降機を設けている 

車椅子使用者が通過しやすい 

設置されている 

施設されている 

部分的に分離されている 

車椅子使用者が通過しにくい 

設置されていない 

敷設されていない 

分離されていない 

階段または段 
（利用円滑化経路） 

戸の設置 

道から案内設備までの経路へ 
の視覚障害者誘導用ブロック 
や音声誘導装置などの設置 

車路に接する部分や段・傾斜が 
ある部分の上端に近接する部 
分への点状ブロック等の敷設 

人と車との出入り口の分離 

評価点 評価点 

評価点 

1 2 3 4 5

スコア 

2

1

0

0 1 2

2

0

2

0

0

2

3

5

3

3

3

1

基本的な対応事項（MUST） 

UDの視点（BEST） 

平均値：3

評価点：3.5

合計スコア 9
＝ ＝ 

最高スコア 18
0.5
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コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
高
い
建
物
を
造
る

た
め
の
指
数
づ
く
り
だ
。

C
A
S
B
E
Ｅ
の「
建
物
の
環
境
品
質
性

能
」は
、
室
内
環
境（
音
環
境
、
温
熱
環
境
、

光
視
環
境
、
空
気
質
環
境
）、
サ
ー
ビ
ス
性

能
（
機
能
性
、
耐
用
性
・
信
頼
性
、
対
応

性
・
更
新
性
）、
室
外
環
境（
生
物
環
境
の

保
全
と
創
出
、
街
並
み
・
景
観
へ
の
配
慮
、

地
域
性
・
ア
メ
ニ
テ
ィ
へ
の
配
慮
）と
、
狭
い
意

味
で
の「
環
境
」を
越
え
た
、
建
物
の「
価

値
」そ
の
も
の
と
も
言
う
べ
き
大
変
広
い
領

域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
J

F
M
A
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
研
究
部
会

に
よ
る「
U
D
評
価
シ
ー
ト
」は
、ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
性
能（
室
内
環
境

全
般
・
サ
ー
ビ
ス
性
能（
機
能
性
）の
一
部
）

に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
詳
細
な
評
価
を
与
え
て

い
る
も
の
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

U
D
と
E
C
O
の
接
点
、
す
な
わ
ち
、
両

者
の
視
点
か
ら
建
築
物
を
評
価
す
る
方
法

と
し
て
、「
U
D
評
価
シ
ー
ト
」に
C
A
S
B

E
E
の
考
え
方
を
援
用
す
る
手
法
が
考
え

ら
れ
る
。
U
D
＆
E
C
O
ス
タ
イ
ル
の
建
物

を
、「
で
き
る
だ
け
小
さ
な
地
球
環
境
へ
の

負
荷
で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
が
使
い

や
す
い
建
物
」と
定
義
す
る
な
ら
ば
、「
U

D
＆
E
C
O
指
数
＝
U
D
総
合
評
価
値
／

建
物
の
外
部
環
境
負
荷
」と
い
う
関
係
が

成
り
立
つ（
図
7
参
照
）。
こ
れ
を
ひ
と
つ
の

モ
ノ
サ
シ
と
し
て
、
既
存
の
建
物
を
定
量

的
に
評
価
し（
格
付
け
し
）、
設
計
時
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
可
能

だ
。
さ
ら
に
こ
の
定
義
は
建
物
だ
け
で
な

く
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
な
ど
広
く
応
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

レ
ビ
ュ
ー
に
お
け
る

U
D
と
E
C
の
接
点

我
が
国
の
代
表
的
な
環
境
評
価
手
法
C

A
S
B
E
E
は
、「
Ｂ
Ｅ
Ｅ（
建
物
の
環
境
性

能
効
率
）＝
建
物
の
環
境
品
質
性
能（
Q
U

A
L
I
T
Y
）／
建
物
の
外
部
環
境
負
荷

（
L
O
A
D
I
N
G
S
）」と
定
義
づ
け
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
建
物（
敷
地
内
の
全
て
の

も
の
を
含
む
）を
建
て
る
こ
と
で
発
生
す
る

地
球
環
境
へ
の
負
荷
を
環
境
に
対
す
る「
コ

ス
ト
」に
設
定
。
一
方
で
、コ
ス
ト
の
投
入

に
よ
り
獲
得
で
き
る
建
物
内
部
の
品
質
・

性
能
を「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」と
し
、
分
子
が

大
き
い
か
、
分
母
が
小
さ
い
ほ
ど
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
指
標
で
表
し

て
い
る
。
目
的
は
、
地
球
環
境
に
対
し
て
の

図3：UD総合評価 CSFの評価点算出法（「敷地出入口」の場合）

件
の
う
ち
４
件
が
賃
貸
ビ
ル
。
基
準
階
面
積

は
1
5
0
0
〜
4
0
0
0
m2
）。
上
図
6
は
８
つ

の
建
物
の
U
D
総
合
評
価
値
、お
よ
び
大
項
目

別
評
価
点
を
示
し
た
も
の
。
U
D
の
格
付
け
と

し
て
、U
D
総
合
評
価
値
が
、４
以
上
を
優
秀

（
S
ク
ラ
ス
）、3.5
以
上
４
未
満
を
良
好（
A
ク
ラ

ス
）、３
以
上
3.5
未
満
を
標
準（
B
ク
ラ
ス
）、３

未
満
を
劣
る（
C
ク
ラ
ス
）と
格
付
け
た
。

結
果
、Ａ
ク
ラ
ス
が
2
件
、Ｂ
ク
ラ
ス
が
８

件
、Ｃ
ク
ラ
ス
が
1
件
と
な
っ
た
。
興
味
深
い
の

は
、
大
項
目
間
の
評
価
点
を
比
較
す
る
と
、８

件
中
６
件
で
ス
ケ
ル
ト
ン
に
対
す
る
評
価
点
が

イ
ン
フ
ィ
ル
や
運
営
・
維
持
よ
り
も
高
い
こ
と
。

改
正
ハ
ー
ト
ビ
ル
法
の
影
響
で
、
イ
ン
フ
ィ
ル
や

運
営
・
維
持
と
比
較
し
、ス
ケ
ル
ト
ン
の
Ｕ
Ｄ

評
価
値
が
高
い
こ
と
が
分
る
。



●大項目 

建築計画（スケルトン）段階（0.34） 

U 
D
総
合
評
価 

施設へのアクセス（0.45） 

・敷地出入口（0.35） 
・敷地内通路（0.35） 
・駐車場（0.1） 
・駐車錠からの歩道（0.1） 
・車寄せ（0.1） 

・トイレ（0.9） 
・湯沸室（0.1） 

・ゾーニング（0.5） 
・レイアウティング（0.5） 

・熱環境（0.5） 
・光環境（0.5） 

・色彩計画（0.1） 
・有害物質の抑制（0.7） 

・内装仕上げ・室内建具（0.2） 

・個別ニーズへの対応（0.3） 
・快適な執務環境の整備（0.3） 

・利便性への配慮（0.1） 

・執務スタイルへの配慮（0.3） 

・安全性の確保（1.0） 

・サイン（1.0） 

・ワークステーション（0.55） 
・業務支援空間（0.25） 

・情報管理空間（0.15） 

・生活支援空間（0.05） 

・建物の出入口（0.2） 
・エントランスホール（0.05） 
・受付（0.1） 
・待合スペース（0.05） 
・廊下（0.2） 

・階段（0.1） 

・エレベータ・エスカレーター（0.3） 

フロアへのアクセス（0.45） 

単位空間（0.1） 

単位空間（0.2） 

環境計画（0.25） 

内装計画（0.25） 

サイン（0.1） 

多様性への配慮（0.2） 

安全性の確保（0.8） 

スペースプランニング（0.2） 

建築計画（インフィル）段階（0.34） 

運営・維持（0.32） 

●中項目 ●小項目 

1
Aビル 

評価点
 

Bビル 

スケルトン 

Cビル Dビル Eビル Fビル Gビル Hビル 

2

3

4

5
インフィル 運営・維持 UD総合評価値 

S（優秀） 
A（良好） 
B（標準） 
C（劣る） 

B 
［a-c-b］ 

B 
［a-c-b］ 

B 
［a-b-c］ 

B 
［a-b-c］ 

B 
［s-c-c］ 

A 
［s-b-a］ 

A 
［b-b-a］ 

A 
［a-a-s］ 

3.3 3.3

3.8

3.4

3.2
3.3

3.5

3.8

UD＆ECO指数＝ 
建物の外部環境負荷（環境コスト） 

UD総合評価値（パフォーマンス） 

â建物のスケルトン 
ä建物のインフィル 

JFMA・ 
UD研究部会 

CASBEE

ã運営・維持 

âエネルギー 
ä資源・マテリアル 
ã敷地外環境 
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"Less Impact, More Use."
地球環境へ影響をミニマムに
抑え、全ての人間の多様性に
寛容なワークプレイスの「器」
をイメージ。CASBEEの建物
の環境性能効率のうち、地球
環境に与えるネガティブなイ
ンパクト要因を分母に、UD総
合評価値を分子に据えた。各
要素の重みづけ等は、今後の
検討課題。

トイレ 

エレベータ 

階段 

廊下 

待合スペース 

受付 エントランスホール 

ゾーニング 

敷地出入口 

レイアウティング 

ワークステーション 

業務支援空間 

情報支援 
空間 

生活支援空間 
熱環境 

個別ニーズへの対応 

快適な 
執務環境の整備 

UD総合評価：3.28（格付け：B［b-b-b］標準） 

×0.34（重み） 

利便性への 
配慮 執務スタイルへの配慮 

安全性の確保 

光環境 

色彩計画 

空気質環境 

内装仕上げ、建具 

サイン 

建物の出入口 

車寄せ 

駐車場からの 
歩道 

駐車場 

敷地内通路 
スケルトン 

インフィル 

運営・維持 
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×0.34（重み） 
3.37

×0.32（重み） 
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3

図5：ある建物のUD評価 図4：UD総合評価の構造

図6：UD総合評価値と
項目別評価値（8件）

図7：UD＆ECO指数


